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１ 研究主題について 

 八代市立金剛小学校の学校教育目標は，「育ち合い，

成長し合う集団の育成」である。二つの分校の児童

が，４年生への進学と同時に本校に集い学ぶように

なるという特色を持っている金剛小学校では，横の

つながりを重視した学校教育目標となっている。そ

の上で，特に重視したい姿が，この地域で学んでよ

かったと絆を深め，互いに育ち合う姿であった。 

 このことから，本研究における「これからの社会

に求められる資質・能力」を校長，協力員との協議

のもとで「つながり合う力」と設定した。さらに，

児童の「つながり合う力」を身に付けた姿について

の概念を見取るために自由記述式の質問紙調査を行

った。そこで，「自分の考えを言う」「友達の考えを

聞く」「友達と助け合う」の三つを「つながり合う力」

を身に付けた具体的な姿の要素として設定し，それ

ぞれの要素の変容について検証を図ることとした。 

２ 研究の視点 

今回，小学校国語科では，児童の「これからの社

会に求められる資質・能力」として設定した「つな

がり合う力」の育成に向け，「主体的・対話的で深い

学び」を充実させることに取り組んだ。この取組に

ついて，三つの視点から述べることとする。 

(1) 視点１「学びを引き出す」について 

 単元計画を構想する段階において，学習内容とし

て取り上げる話題自体が社会の役に立つという「社

会に開かれた教育課程」の側面の一つを取り入れる

ことで，目的意識や相手意識を高めることができる

と考えた。そこで，目的意識や相手意識を高める「単

元を貫く言語活動」を設定し，単元を貫いて課題意

識を継続させることとした。 

また，毎時間，何について学ぶのかを明確にする

ために，課題やポイントを焦点化して示す「問い」

の工夫により，協働して解決に向かう学習活動を生

むこととした。 

これらの取組によって，目的意識や相手意識を高

め，課題解決的な学習過程の中で，主体的・対話的

で深い学びが充実することを目指し，児童の「学び

を引き出す」手立てとした。 

本単元においては以下の取組を行う。 

 (2) 視点２「学びを振り返る」について 

授業場面において，児童が考えを持つことは，そ

の後の協議を深めるだけでなく，協議後に考えの変

容を振り返ることにおいても大変重要である。その

変容を振り返ることがメタ認知を促すこととなり，

他の学習に転移できる汎用的能力として国語の力が

高められる。 

そこで，本研究では，児童が考えを持ったり，他

者と協働的に学んだりする場において「思考ツール

の活用」に取り組んだ。また，授業の終末場面にお

いては，何を振り返るのかが明確になるよう「振り

返りの視点の提示」を行うこととした。これらの取

組によって，思考過程の可視化と振り返りを行い，

児童の「学びを振り返る」手立てとした。 

本単元においては以下の取組を行う。 

(3) 視点３「学びを支える」について 

児童の考えが広がったり，深まったりするために

は，グループでの協議などにおいて，多様な意見が

出され，それらの意見から収束に向かうような議論

が行われることが望ましい。そこで，話合いの際に，

話し合う目的や方法を明確にすることで，グループ

❸児童の最初の考えと他者との協議後の考えを比
較できるようなワークシート等を用い，考えの
変容が見取れるようにする。 

❹振り返りの場面において，学習内容だけでなく，
資質・能力についての自己評価も行うことで，
「つながり合う力」を意識できるようにする。

❶地域の問題を発見し，提案書によって学校生活の
改善を図るという課題の解決を通して，目的意
識や相手意識を高める。 

❷毎時間，例示した中から選んだり，賛成か反対か
という判断を促したりすることによって課題を
焦点化し，他者との協働を通した学習になるよ
うにする。 

「つながり合う力」の育成に向けた小学校国語科における 

児童の主体的・対話的で深い学びの充実 
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協議などの言語活動が行われやすくするようにした。

このことにより，学びの UD 化が図られ，他者との協

働によるよさが実感できるようにし，「学びを支え

る」手立てとした。 

本単元においては以下の取組を行う。 

３ 「つながり合う力」の検証 

(1) 検証の内容 

今回，国語科の授業における学習活動を通して「つ

ながり合う力」を育むことを目的とする。ここで「つ

ながり合う力」を本研究では次のように捉える。 

  

 

 

 この姿について，課題発見・解決の過程の中で行

われる「主体的・対話的で深い学び」による児童の

意識の変容を見取ることで「つながり合う力」が育

まれたかを検証していくこととする。 

(2) 検証の方法 

図 1 自由記述による結果 

まず，「『つながり合う力』を備えた姿とはどのよ

うな姿か」について，自由記述による児童の概念を

見取ることとした。（図１） 

テキストマイニングによる分析と児童の実態を踏

まえ，研究協力員との協議により，「つながり合う力」

を備えた姿として児童にも分かり易く共有化できる

よう上記（1）の三つの姿としてまとめた。 

「主体的・対話的で深い学び」による児童の意識

の変容を見取る意識調査について，研究協力員の学

校においては，「全国学力・学習状況調査」の児童生

徒質問紙調査を活用した質問紙調査を検証授業の前

後に実施し,この結果を比較することとする。その結

果の変容を分析することで今回の研究を検証する。 

 

４ 研究の実際 

 

 

 

(1) 本単元の授業設計 

① 児童の実態から 

学習内容の定着について，熊本県学力調査の結果

から実態を見取った。「国語への関心・意欲・態度」，

「話す・聞く能力」については県平均を上回ってい

るものの，「書く能力」については，やや下回ってお

り，特に「自分の考えが明確になるような見出しを

書くこと」の定着率が 73.2％と，県平均より 10％近

く低かった。また，前単元の「次への一歩－活動報

告書」では，教科書の例を参考にしてすべてのグル

ープが報告書を仕上げることができたが，「推敲」の

時間を活かしてよりよい文章に練り上げるまでには

至っていなかった。 

一方で学び方については，「授業の中で新しい問題

や課題に出会ったときに，それを解いたり，解決し

たりしてみたい」と考える児童が多く見られ，主体

的に学ぼうとする児童の割合は高い。しかし，「課題

を解決するときに別の方法はないか思考したり，複

数の方法を考え，その中から選択したりすること」

については，約半数の児童があまりできていないと

考えており，課題が見られる。 

 これらのことから，課題を解決する際に，グルー

プでの学習活動を取り入れ，解決方法を協議するこ

とで「書く能力」と「つながり合う力」の育成が図

られると考える。 

② 単元観 

本単元は，「話すこと・聞くこと」と「書くこと」

の複合単元である。小学校国語科学習指導要領「話

すこと・聞くこと」の目標を受け，よりよいくらし

のために自分たちにできることやしたいことを考え，

自分の考えを明確にした上で，グループで計画的，

協力的に話し合うことを一つのねらいとしている。 

また，「書くこと」の目標を受け，グループで話し

合い，考えたことが伝わるように工夫して「提案書」

を書くことを，もう一つのねらいとしている。 

これらのことから，本単元において，一人一人の

考えを生かした質の高い話し合いや提案ができるか

❺児童が学習内容だけでなく，学習活動の方法まで
把握できるよう，相談しやすい雰囲気づくりに努
めることで，日常的にも学級内での「つながり合
う力」の育成を図る。 

検証１ 小学校第５学年 

単元名 明日をつくるわたしたち 

「自分の考えを言うこと」
「友達の意見を聞くこと」 
「友達と助け合うこと」の三つの姿 
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について学習することは，これからの社会に求めら

れる資質・能力として設定した「つながり合う力」

の獲得にもつながり，本校の学校教育目標の「育ち

合い，成長し合う集団の育成」及び目指す児童像の

「自ら学び，考え，工夫する」の実現につながるも

のであると捉える。 

③ 単元の目標 

単元の目標 
 身の回りの問題について調べたことをもとに，自
分の考えを明確にして話し合い，その解決のための
提案書を書くことができる。 

国語への 
関心・意欲・
態度 

①身の回りの問題について調べ，解決のための提案
書を書くということに関心をもち，問題に関する
情報を集めたり，自分の考えをまとめたりしよう
としている。 

話す・聞く 
能力 

①収集した知識や情報を関連付けて話し合ってい
る。（ア） 

②話題に対する自他の考え方・感じ方の違いを踏ま
え，計画的に話し合っている。（オ） 

書く能力 

①題材に関する情報収集の方法を知り，幾つかの方
法を用いて情報を集めている。（ア） 

②提案書の構成を明確にして，書いている。（イ）
③事実と感想，意見を区別して，目的や意図に応じ
て提案書を書いている。（ウ） 

④書いたものを読み合い，よりよくなるよう推敲し
ている。（オ） 

言語につい
ての知識・理
解・技能 

①言葉から受ける感じや，言葉の使い方について関
心をもち，説得力が増すように表現を工夫してい
る。（イ(ｶ)） 

 

④ 単元計画 

 

 
次 時 学習活動 研究の視点との関連 

一 １ 
 
 
 
２ 
３ 

１ 身の回りにある問題

について考え，話し合

う。 

２ 学習課題を設定し，学

習計画を立てる。 

３ 自分の取り上げたい

問題について情報を集

めて，自分の考えをま

とめる。 

視点１【学びを引き出す】

❶提案書を書いて，学校を

よりよくしようとする

目的・相手意識を明確に

する 

 

 

 

 

二 ４
５ 
６
７ 

４ 提案する問題につい

て，グループで話し合

う。 

５ 決まった問題につい

て，さらに資料を集め，

提案書に書く内容を整

理する。 

視点２【学びを振り返る】

❸学習前・後半による考え

を比較することで，自分

の変容に気付けるよう

にする。 

❹二項軸を用いたワーク

シートを活用し，考えた

観点によって視覚化で

きるようにする。 

三 ８
～ 
12 

６ 提案書を書く。 

（１）書き方を確認し，構

成メモを作る。 

（２）分担し，記述する。

（３）推敲する。 

【本時】 

視点３【学びを引き出す】

❷比較できる例を示すこ

とで，課題を焦点化す

る。 

視点１【学びを振り返る】

❹付箋を使ったり，ワーク

（４）清書する。 シートと同様に板書を

まとめたりすることで

考えを視覚化する。 

四 13
14

７ 提案書を読み合う。 

８ 提案する。 

視点１【学びを引き出す】

❶提案したことが実現す

ることでどのような効

果があるのかを示し，よ

りよい暮らしのために

できることを更に考え

る。 

 

(2) 指導の実際 

過
程

学習活動 

導
入

１ 本時の目標（めあて）を確認する。
 
 

展
開

２ [課題]について話し合う。 
 
 
 
(1)推敲するときの観点を確かめる。 
【視点１】学びを引き出す 
比較できる例を示すことで推敲のポイントについ
て押さえ，課題を焦点化する。 
 
(2)提案書をペ

アで交換して
読み合い，推
敲の観点に沿
って修正が必
要なところを
付箋に書く。 

 
(3)読んでみて，修正した方がよいと思ったところ

を伝え合う。 
 
(4)助言を参考にして，元の班で提案書を推敲す 

る。 
 

整
理

３ 学習したことを振り返る。 
○本時の学習や単元の目標についての振り返りを

書く。 
○推敲の様子について気づいたことを紹介し，前

単元との伸びを感じられるようにする。 

  

 
単元を貫く問い：学校や地域をよりよくするため
の提案書をまとめ，運営委員会に提案しよう。 

学習目標（めあて）

提案書を推敲して，よりよくしよう。 

今日一番のポイントを見付け，推敲に生かそう。

 

付箋に書いても
らった助言っ
て，どういう意
味なの？（助言
の意図について
確かめ合う児
童）
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(3) 検証結果と考察 

 本実践の検証結果とその考察について，研究の視

点による「学び」の充実からの観点と，学習内容の

習熟及び資質・能力の育成の観点の２点について述

べる。 

① 研究の視点からの「学び」の充実について 

ア 研究の視点１について 

 表１は，「学びを引き出す」に関わる学びの様子に

ついて見取る質問紙調査の結果である。課題意識が

高まったり，他者との協働によって解決に向かった

りした意識について調査している。 

 有意確率が顕著に認められたのは，「自分たちで課

題を考えたり，解決したりする方法を工夫して取り

組むことがある」であった。本実践における単元全

体での「自分たちで課題を考える」活動は，地域や

学校生活での課題を発見することであった。一単位

時間においてのそれは，「提案書を書くために必要な

能力」についてであった。この単元全体と一単位時

間ごとの課題を考える活動が充実していたことが分

かった。 

 また，「解決したりする方法を工夫して取り組む」

については，毎時間の児童同士による協働的な学習

によって課題解決が図られており，そのことが充実

していたことが分かった。 

 つまり，研究の視点１「学びを引き出す」による

「社会に開かれた教育課程」の側面を取り入れた学

習課題にすることや，毎時間の「書く能力」に関す

る課題の焦点化により，課題を考えたり，解決方法

を工夫したりする学習が充実したと考える。 

 

 

 質問 事前 事後 有意確率

学
び
を
引
き
出
す 

自分は，先生の話や他の人の

発表を聞いて，国語がおもし

ろくなったと思う。 

2.619 3.150 0.007
**

授業の中で，先生や友達に質

問されたりアドバイスされた

りすることによって，自分の

考えが広がったり深まったり

している。 

3.286 3.200 0.374

授業の中で，自分たちで課題

を考えたり，解決したりする

方法を工夫して取り組むこと

がある。 

2.952 3.450 0.004
**

自分は，新しい問題や課題に

出会ったときに，それを解い

たり，解決したりしてみたい

と思う。 

3.381 3.600 0.117

イ 研究の視点２について 

表２は，「学びを振り返る」に関わる学びの様子に

ついて見取る質問紙調査の結果である。身に付けた

ことを他の学習へ活用したり，学んだことを振り返

ったりした意識について調査している。 

 有意確率が顕著に認められたのは，「国語の授業を

通して知ったこと，できるようになったことを，他

の授業やふだんの生活の中で活用できないか考えて

いる」である。本実践における単元全体での「活用

できないか考えている」活動は，単元終末の「次に

生かしたいこと」に関する自由記述による感想を書

かせた活動であった。一単位時間においてのそれは，

毎時間の終末における授業を振り返る活動であった。

この単元全体や一単位時間の終末に振り返る活動が

充実していたことが分かった。 

 

 

 

 質問 事前 事後 有意確率

学
び
を
振
り
返
る 

自分は，国語の授業を通して

知ったこと，できるようにな

ったことを，他の授業やふだ

んの生活の中で活用できない

か考えている。 

2.857 3.350 0.001
**

自分は，国語の授業で学習し

たことは，これから，社会に

出たときに役に立つと思う。 

3.619 3.550 0.289

自分は，グラフや表などの資

料や文章，公式や定理などを，

自分の考えを持つために役立

てている。 

3.095 3.150 0.402

自分は，授業で何をしたかだ

けでなく，何を知ったか，何

ができるようになったかを振

り返っている。 

2.952 3.250 0.092

 単元終末の「次に生かしたいこと」の自由記述に

よる感想を分類したのが表３である。国語の「書く

能力」に関する記述が多い中で，後に述べる「つな

がり合う力」の要素に関することや，「地域の取組に

関すること」について記述している。振り返りによ

って，一人一人が振り返る内容は，多様であること

が分かった。 

 

  

項   目 人数 

提案書の書き方に関すること １０

自分の考えを言うことに関すること ６

友達と協力し合うことに関すること ５

地域の取組に関すること １

表１ 学び全体の変容（n=20）４件法 

有意確率**<0.01 *<0.05

表２ 学び全体の変容（n=20）４件法 

有意確率**<0.01 *<0.05

表３ 単元終了後の「次に生かしたいこと」（自由記

述）（n=20）※重複あり 
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ウ 研究の視点３について 

 表４は，「学びを支える」の「学習内容や学習方法

を把握しやすいよう相談しやすい雰囲気づくり」に

関する調査結果である。 

 「つながり合う力」の要素である「自分の考えを

言う」「友達の意見を聞く」「友達と助け合うこと」

のどれが一番身に付いたかについての質問紙に対し

て，20 人中 15 人が「友達と助け合うこと」と答えて

いる。このことから，単元の学習を通して，特に「友

達と助け合うこと」についての意識が高まったこと

が分かる。 

 

 

項  目 人数

自分の考えを言う 1 

友達の意見を聞く 4 

友達と助け合う 15 

 

 

 
 

 

 図２～４までの三つのグラフは，学習の習熟度に

より３人の児童を抽出し，それぞれの３段階の自己

評価の推移を示したものである。Ａ児童・Ｂ児童・

Ｃ児童のそれぞれの習熟度は低・中・高となってい

る。 

Ａ児童が第６時から第 10 時まで，「自分の考えを

持つこと」について比較的低い評価となった。それ

ぞれの時間の学習活動が「資料を集める」「構成メモ

を作る」「下書きをする」となっているが，第９時，

第 10 時について「友達の意見を聞くこと」「友達と

助け合うこと」についても自己評価が低いことから，

自分で記事を書くことを苦手としたことが分かる。

ただし，第 11 時の本時の推敲を行った学習では，「ペ

アの人に提案書を『こうすればいいよ。』と教えても

らったので，清書ではよりよく書ければいいと思い

ます。」という学習の振り返りをしており，他者との

協働による問題解決のよさを感じ取っていることが

分かる。 

 Ｂ児童は，「友達と助け合うこと」に関して第１時

から第４時まで自己評価が比較的低かった。その時

間の感想には，「提案することを決めるときに時間内

に決められなかった」など，グループでの話合いが

うまくいかなかったことを述べている。しかし，単

元終了後に行った学習の振り返りで「心に残った活

動」については第９時，第 10 時における下書きをす

る学習活動のことを取り上げており，理由にも「分

担して，文章を考えたから」と，友達と助け合うこ

とのよさを感じ取っていることが分かった。 

 Ｃ児童は，第５時，第６時において自己評価が比

較的低くなっている。しかし，第７時においては，「ペ

アの人と協力して解決方法をたくさん見付けたり，

調べたりすることができた。」と感想を述べており，

協力し合う活動のよさを感じ取っていることが分か

った。 

 これらのことから，習熟度の程度に関わらず，分

担する，たくさん見付ける等の「学習方法，目的」

を明確化したり，「相談しやすい雰囲気づくり」を行

ったりする「学びを支える」手立てを行うことで，

自分の考えを持つことができたり，協力したりする

ことができ，学習活動全体が充実することが分かっ

た。 

  

1

2

3

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

Ａ児童 Ｂ児童 Ｃ児童

1

2

3

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

Ａ児童 Ｂ児童 Ｃ児童

1

2

3

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

Ａ児童 Ｂ児童 Ｃ児童

表４ 「要素のどれが身に付いたか」（選択） 

（n=20） 

図２ 「自分の考えを持つこと」抽出児の推移

図３ 「友達の意見を聞くこと」抽出児の推移

図４ 「友達と助け合うこと」抽出児の推移



― 国語科 ― 

② 「学習内容」の獲得について 

 本時において学習した「推敲」に関する指導事項

は，「目的や意図に応じ，必要な内容を適切に書き加

える」ことであった。この指導事項に関する学習内

容の定着を図るために，全国学力・学習状況調査の

過去問題を使用した。結果を表５に示す。 

 

 

指導事項 問題 

本校の
平均 

正答率
（％） 

全国の
平均 
正答率
（％）

表現の効果について確か
めながら物語を創作する 

Ｈ24 年度 
Ａ６ 70.0 72.1 

目的や意図に応じ，必要な
内容を適切に書き加える 

Ｈ25 年度 
Ｂ２一 75.0 64.0 

表５の結果から，本時で取り扱った「推敲」に関

する指導事項において，全国の平均正答率と比較し

ても十分な力を発揮していることが分かる。一方で，

表現の効果について確かめる指導事項については，

全国の正答率より低い結果となった。これは，文種

が物語ということもあり，学習したことと完全に整

合しないためと考えられる。この結果から，「表現の

効果」については課題が残るものの，指導の中心と

した「推敲」に関する学習内容の習熟も図られたと

考える。 

また，前述の表３の「次に生かしたいこと」にお

ける自由記述の質問紙調査においては，20 人中 10

人が「具体的に書くこと」など「書く能力」に関す

ることを記述していた。 

 これらのことから，単元を通して取り組んだ研究

の三つの視点により，「書く能力」に関して，推敲す

る技能も高まり，書くときに気を付けたいという意

識も高まったことが分かった。つまり，「学習内容」

に当たる書く能力の獲得につながったと言える。 

③ 「つながり合う力」の育成について 

 今回の研究の目的である「つながり合う力」を育

むことに関し，意識調査の結果を表６に示す。 

 

質問 「明日をつくるわたしたち」の授業を通して 平均

自分は「自分の意見を言うこと」ができたと思う。 3.50

自分は「友達の意見を聞くこと」ができたと思う。 3.80

自分は「友達と助け合うこと」ができたと思う。 3.85

みんなは「自分の意見を言うこと」ができたと思う。 3.35

みんなは「友達の意見を聞くこと」ができたと思う。 3.65

みんなは「友達と助け合うこと」ができたと思う。 3.80

表６の単元終了後の調査結果を見ると，どの質問

事項においても高い数値となっている。その中でも

特に数値が高いのは「友達と助け合うこと」に関す

る項目であった。理由に「一人では分からないこと

も三人だと分かるようになったから」や「友達と助

け合えば，分からないことも解決する」，「自分は分

からないことばかりで一人で悩んでいたけど，グル

ープの人が教えてくれた」などを挙げている。 

また，研究の視点１及び２と関連した質問紙調査

による結果では表７の結果となった。どの項目にお

いても高い数値となっているが，ここでも「友達と

話し合う活動」が比較して高い数値となった。 

 

 
質問 それぞれの活動は，「友達と助け合うこと」がで

きるようになるために役立った。 
平均

考えてみたくなる課題【研究の視点１】 3.65
課題解決のために友達と話し合う活動【研究の視点１】 3.75
考えをまとめるための図【研究の視点２】 3.60
授業のまとめをしたり，振り返ったりする活動【研究

の視点２】 
3.70

これらのことと前述①②で述べたことから，「主体

的・対話的で深い学び」が充実し，「つながり合う力」

の要素として設定した「自分の考えを言うこと」「友

達の考えを聞くこと」「友達と助け合うこと」につい

ての意識が高まっていることが分かった。さらに，

グループでの学習活動において，友達と助け合うこ

とができたことによって特に「友達と助け合うこと」

が高まったことが分かった。つまり，それぞれの要

素が高まったことから，児童の「つながり合う力」

は高まったことが分かった。 

 

５ 研究のまとめ 

 今回，小学校国語科では，研究の視点によって「主

体的・対話的で深い学び」の充実を図り，「これから

の社会に求められる資質・能力」として設定した「つ

ながり合う力」の育成につながったかを検証した。 

(1) 成果 

 これまで述べてきた前述「４の(3) 検証結果と考

察」により示した表１及び２の学び全体の変容を「主

体的な学び」「対話的な学び」の２点で整理し直した

表５ 全国学力・学習状況調査の過去問の平均正

答率（n=20） 

表６ 質問紙調査結果（n=20）４件法 

表７ 「友達と助け合うこと」と研究の視点によ

る学習活動との関連 ４件法（n=20） 



― 国語科 ― 

ものが表８である。このことから，研究の視点によ

る取組により，学んだことを次に生かそうとする「主

体的な学び」，他者との協働による「対話的な学び」

が充実したと考える。 

 

 

 また，調査問題や意識調査の結果により学習内容

が身に付いたことも分かった。児童に「つながり合

う力」の要素として設定した「自分の考えを言うこ

と」「友達の意見を聞くこと」「友達と助け合うこと」

についても，身に付いたと実感する児童が増加した

ことにより，それぞれが高まったことが分かった。

特に，資質・能力は，研究の視点１「学びを引き出

す」における「学習活動を生む問いの工夫」及び視

点２「学びを振り返る」における「振り返りの視点」

により獲得につながったと考える。このことから，

学習内容と資質・能力の獲得による「深い学び」が

充実したことが分かった。 

これらのことから，研究の視点「学びを引き出す」

「学びを振り返る」「学びを支える」の取組により，

「主体的・対話的で深い学び」を充実させることで，

資質・能力を育成することができることを明らかに

することができたと考える。 

  

(2) 課題 

 「社会に開かれた教育課程」となるように，学習

内容を「地域の課題を解決する提案書を書くこと」

に設定した。実際に読んでいただいた保護者の方か

らの感想には次のようなものがあった。「よりよい暮

らしのために，子供たちが考えた提案書を見て，ま

ず素晴らしいと思いました。当たり前のようなこと

も意識し，取り組むことでますますよりよい学校生

活及び社会生活が送れるようになると思います。一

人一人が考え，意識して行動できるように頑張って

ください。親の私たちももちろん頑張ります。」 

 よりよい地域になるための助言を感想に述べてい

る一方で，地域社会を共によりよくしようとするこ

とも述べている。学習したことが地域の一員である

保護者に働きかけた結果だと考える。今後は，この

ように国語科に限らず，教育課程全体を見通して，

地域創生の鍵となるような教育活動を工夫すること

により，効果的な学習の展開も考えられる。「問いの

工夫」と併せて考えていきたい。 

 また，「主体的・対話的で深い学び」についての「深

い学び」について，今回は「学習内容」の獲得と捉

えた。しかし，「学習内容」を全員が獲得するという

量的な面だけでなく，一人一人の理解の質などにつ

いて，国語科の能力に関する文献研究と併せて，今

後検討する必要があると感じた。 
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 査 

 質   問 事前 事後 ｔ検定

1 

自分は，国語の授業を通して知ったこ

と，できるようになったことを，他の授

業やふだんの生活の中で活用できない

か考えている。【主体的な学び】 

2.857  3.350 
0.001

** 

2 

自分は，授業の中で，これまでの学習や

経験を活かして自分の考えを持つこと

ができている。【主体的な学び】 

2.905  3.500 
0.007

** 

3 

自分は，新しい問題や課題に出会った時

に，それを解いたり，解決したりしてみ

たいと思う。【主体的な学び】 

3.381 3.600
0.117

4 

自分は，他の人の意見を聞いて，よいと

ころを取り入れたり，改善点を言ったり

している。【対話的な学び】 

2.810  3.200 
0.044

* 

5 

授業の中で，先生や友達に質問されたり

アドバイスされたりすることによって，

自分の考えが広がったり深まったりし

ている。【対話的な学び】 

3.286  3.200 
0.374

 

6 

授業の中で，自分たちで課題を考えた

り，解決したりする方法を工夫して取り

組むことがある。【対話的な学び】 

2.952 3.450
0.004

**

表８ 学び全体の変容（n=20）４件法 

有意確率**<0.01 *<0.05


